
多
く
の
国
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
続
け
る

ロ
シ
ア
が
、
核
兵
器
使
用
の
威

嚇
を
繰
り
返
し
、
他
の
核
保
有

国
も
核
戦
力
の
維
持
・
強
化
を

は
か
る
危
険
な
情
勢
の
も
と
で

会
議
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
禁
止
条
約
の
批
准
国
は
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へ
と
増
加
し
て
お
り
、
支
持

は
着
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
市
民

代
表
も
政
府
代
表
と
対
等
の
立

場
で
議
論
に
参
加
し
、
核
抑
止

論
が
も
は
や
成
り
立
た
ず
、
核

兵
器
の
脅
威
を
根
絶
す
る
に
は
、

全
面
廃
絶
以
外
に
な
い
こ
と
が

次
々
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
禁
止

条
約
は
、
核
兵
器
の
使
用
と
と

も
に
そ
の
威
嚇
も
禁
じ
て
い
ま

す
。
ロ
シ
ア
の
暴
挙
へ
の
態
度

で
は
「
温
度
差
」
の
あ
る
国
々

が
「
明
示
的
で
あ
ろ
う
と
暗
示

的
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
い
か
な

る
状
況
下
で
あ
ろ
う
と
、
あ
ら

ゆ
る
核
の
威
嚇
を
明
確
に
非
難

す
る
」
（
宣
言
）
と
の
点
で
一

致
し
ま
し
た
。

一
方
、
「
一
部
の
非
核
兵
器

国
が
核
抑
止
力
を
擁
護
し
、
核

兵
器
の
継
続
的
な
保
有
を
奨
励

し
続
け
て
い
る
こ
と
に
懸
念
を

抱
い
て
い
る
」
と
し
た
宣
言
の

指
摘
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
核
の

傘
」
に
依
存
し
続
け
る
日
本
政

府
な
ど
へ
の
厳
し
い
批
判
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
な
ど

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
）
参
加
国
は
こ
の
会
議
に
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
ま

し
た
。
立
場
は
違
っ
て
も
、
対

話
を
重
視
す
る
姿
勢
が
共
感
を

呼
び
ま
し
た
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

の
ス
イ
ス
は
「
被
害
者
支
援
は
、

条
約
の
加
盟
、
非
加
盟
を
問
わ

ず
取
り
組
む
べ
き
だ
」
と
発
言

し
ま
し
た
。

時
代
遅
れ
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

そ
の
後
に
ド
イ
ツ
南
部
エ
ル

マ
ウ
で
28
日
に
閉
幕
し
た
主
要

７
カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
）
は
、
市
街
地
か
ら
隔
絶
さ

れ
た
山
の
高
級
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。
多
額
の
資
金
を
投

入
し
、
一
握
り
の
豊
か
な
国
の

首
脳
だ
け
で
世
界
の
課
題
を
議

論
す
る
Ｇ
７
首
脳
会
議
を
め
ぐ
っ

て
は
、
現
地
で
「
時
代
遅
れ
」

と
い
う
批
判
が
出
て
い
ま
す
。

現
地
紙
は
、
各
国
国
民
が
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、

イ
ン
フ
レ
、
燃
料
代
の
高
騰
な

ど
に
苦
し
む
中
、
Ｇ
７
首
脳
が

厳
重
に
警
備
さ
れ
た
豪
華
ホ
テ

ル
で
会
議
を
行
っ
て
い
る
と
し

て
、
「
サ
ミ
ッ
ト
は
も
は
や
時

代
に
そ
ぐ
わ
な
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。
ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
幹
部

は
「
世
界
の
豊
か
な
国
の
中
の

さ
ら
に
一
番
豊
か
な
国
々
が
自

分
た
ち
だ
け
で
会
議
を
開
き
、

世
界
経
済
の
方
向
性
を
決
め
る

や
り
方
は
、
今
と
は
異
な
る
世

紀
の
話
だ
」
と
批
判
し
ま
し
た
。
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軍事力による領土変更は絶対に許されない。ロシアは直ちにウクライナから撤兵せよ！

会議での長崎市長発言

（挨拶略）被爆者は、核兵器禁止条約こそ「核

兵器のない世界」へと照らす希望の光であると称

え、その誕生を大いに喜びました。私は2017年8

月9日の長崎原爆死没者慰霊平和祈念式典におい

て、平和宣言の中で、被爆者の苦しみや努力にも

言及したこの条約を「ヒロシマ・ナガサキ条約」

と呼びたいと申し上げました。ここで改めて、条

約成立にご尽力されたすべての皆様の、世界から核兵器をなくそうと

する強い意志と勇気ある行動に、敬意と感謝を表します。

条約が発効して約１年半が経過しますが、ウクライナ危機の中、

「核兵器による威嚇」を経験し、「核兵器使用」の危機にさらされて

いる今だからこそ、この条約の意義が非常に大きくなっていると感じ

ています。なぜなら、私たちが直面している“今ここにある危機”を

明確に禁止する国際条約は、核兵器禁止条約だけだからです。危機を

実感している今、核兵器使用や核兵器による威嚇を防ぐことは、条約

に賛成していない国も共有できる行動原則です。これを普遍化してい

くことで、核兵器を使わせないまま、私たちの最終目標である核兵器

廃絶へと導いていくことができるのではないでしょうか。

現在、核兵器のない世界への道は険しさを増していますが、このよ

うに混沌とし、道を見失ってしまいそうな時こそ、「今と未来に生き

る人間を守りたい」と強く願い、心の奥底に閉じ込めておきたい記憶

をこじ開け語り続けた、被爆者の声を思い起こし、勇気にかえてくだ

さい。条約の原点である被爆者の体験を私たちが共有することはでき

ませんが、被爆者の思いは共有することができるのです。そして、第

三の戦争被爆地を生み出す危機が高まっている今こそ、被爆者が訴え

てきた「長崎を最後の被爆地に」を合言葉に、力を合わせ、「核兵器

を絶対に使わせない」という共感の連鎖を世界中に広げていきましょ

う。（感謝略）

ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
て
い
た
核
兵
器
禁
止
条
約
の
第
１
回
締
約

国
会
議
（
６
月
21
～
23
日
）
は
、
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
の
私

た
ち
の
約
束
」
と
題
す
る
「
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
」
と
「
ウ
ィ
ー
ン
行

動
計
画
」
を
採
択
し
閉
幕
し
ま
し
た
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

る
日
本
の
政
府
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す
ら
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

広
島
・
長
崎
両
市
長
の
ス
ピ
ー
チ
に
は
多
く
の
賛
同
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
（
左
は
田
上
長
崎
市
長
の
ス
ピ
ー
チ
）


